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第 6 章では，直交二周波光と一本の偏波面保存光ファイパを用いる変位センサを構成しているo 二つ
の測定光ビート信号の位相変化が変位に対しては逆符号となり，外乱の影響には同符号となることを見




















だしている O また， ビート信号の形成に光ファイパ端面をコーティングすることによって，操作が容
易になり SN比の向上に有効であることを明らかにしている。さらに，端面反射率を50%にすること
により，光ファイパ端面と物体間での多重反射の影響が除去できることを見いだしているO
(4) 光ヘテロダイン干渉法を微小変位の測定に応用して，実時間でナノメータの測定ができ，平均化処
理することによりサプオングストストロームの変位測定ができるフレキシビリティに富んだセンサを
開発している。
以上のように本論文は，光ヘテロダイン干渉法を光ファイパセンサに適用し実用化するうえでの多く
の新知見を与えるもので，その成果は学術・応用の両面において計測工学ならびに応用光学の発展に貢
献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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